
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資

す
る
と
は
ど
う
い
う
意
味

か
？

■
内
閣
府

原
子
力
基
本

法
に
「
我
が
国
の
安
全
保
障

に
資
す
る
こ
と
」
と
入
れ
る

改
訂
は
二
〇
一
二
年
六
月

に
原
子
力
規
制
委
員
会
設

置
法
の
制
定
と
同
時
に
な

さ
れ
た
。
原
子
力
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
「
核
拡
散
防
止

保
障
措
置
」
も
加
え
同
委
員

会
の
任
務
と
す
る
た
め
で

あ
る
。

□
市
民
側
岩
手
の
会

原
子
力
基
本
法
は
「
原
子

力
は
、
非
軍
事
・
平
和
利
用

に
限
る
」
こ
と
が
根
本
原
則

で
あ
る
。
そ
の
原
則
条
項
に

「
我
が
国
の
安
全
保
障
」
と

い
う
、
国
の
防
衛
す
な
わ
ち

軍
事
の
言
葉
が
い
き
な
り

挿
入
さ
れ
た
。
し
か
も
、「
原

子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
」

制
定
に
関
わ
っ
て
、
「
原
子

力
基
本
法
第
二
条
（
基
本
方

針
）
が
同
時
に
改
正
さ
れ
た
。

原
子
力
施
設
や
環
境
の
「
安

全
確
保
」
と
、
「
核
の
安
全

保
障
」
は
、
同
じ
「
安
全
」

で
も
異
な
る
論
理
に
分
か

れ
る
。

◇
市
民
参
加
者
（
青
森
）

原
子
力
基
本
法
に
「
我
が

国
の
防
衛
」
を
入
れ
る
こ
と

は
原
子
力
（
核
）
の
軍
事
的

な
利
用
へ
の
道
を
連
想
さ

せ
非
常
に
危
惧
を
覚
え
る
。

◇
川
田
龍
平
議
員

こ
の
法
案
は
会
期
末
の
ぎ

り
ぎ
り
に
参
議
院
に
回
っ
て

来
た
と
い
う
記
憶
が
あ
る
。

十
分
な
審
議
が
な
さ
れ
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。（
注
１
）
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「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
」
こ

と
に
つ
い
て

■
内
閣
府
・
外
務
省

・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
」
は

我
が
国
の
国
際
公
約
。
プ
ル

サ
ー
マ
ル
に
よ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
利
用
の
見
通
し

を
立
て
る
。

□

市

民

側

岩

手

の

会

も
ん
じ
ゅ
の
廃
炉
決
定
で

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
行
き
場

は
な
く
な
っ
た
。
民
主
党
野

田
政
権
が
「
二
〇
三
〇
年
代

原
発
ゼ
ロ
」
を
閣
議
決
定
し

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
ア
メ

リ
カ
の
政
府
筋
で
は
『
日
本

が
、
再
処
理
を
続
け
な
が
ら

原
発
ゼ
ロ
で
は
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
が
余
剰
と
な
る
。
だ
か

《天恵の海》
２０１７平成２９）年

２ 月 １３日
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一
月
二
七
日
、
参
議
院
議
員
会
館
で
、
七
市
民
団
体

が
政
府
宛
提
出
し
た
『
再
処
理
工
場
等
に
関
わ
る
要
請

書
』
を
め
ぐ
っ
て
、
省
庁
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
側
出
席
者
は
内
閣
府
・
原
子

力
規
制
庁
・
文
科
省
・
経
産
省
・
外
務
省
・
環
境
省
・

厚
労
省
か
ら
の
一
六
人
で
、
市
民
側
は
提
出
団
体
並
び

に
賛
助
団
体
・
個
人
も
含
め
約
三
〇
人
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
東
海
及
び
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
安

全
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
「
政
府
側
と
の
意
見

交
換
会
」
は
二
〇
一
五
年
一
月
に
も
、
川
田
龍
平
参
議

院
議
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
今
回
二
回
目
で

す
。（
当
会
会
報
第
一
五
一
号
参
照
）

意
見
交
換
会
は
口

頭
回
答
で
あ
り
、
今
後
質
問
主
意
書
に
よ
り
文
書
回
答

を
求
め
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

《２回に分けて、主な意見交換を、要約して

報告します》

第１７３号 原子力基本法改定・プルトニ

ウム保持・東海再処理工場は安全か

第１７４号 六ヶ所再処理工場は安全か



ら
、
閣
議
決
定
は
問
題
だ
』

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
真
相
は
？
（
注
２
）

（
注
１
）
①
国
会
議
事
録
で

は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
。

二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日

（
金
）
自
民
・
公
明
・
民
主

三
党
が
政
府
案
と
自
公
案
を

摺
り
合
わ
せ
「
原
子
力
規
制

委
員
会
設
置
法
」
案
を
衆
議

院
に
緊
急
提
案
。
環
境
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
議
可
決
、

そ
の
日
の
う
ち
に
本
会
議
で

可
決
し
、
参
議
院
に
送
付
し

た
。参

議
院
は
環
境
委
員
会
で

審
議
可
決
し
六
月
二
〇
日
の

本
会
議
で
可
決
。
提
案
さ
れ

た
規
制
委
員
会
設
置
法
の
附

則
第
一
二
条
に
「
原
子
力
基

本
法
の
一
・
二
条
改
正
」
が

記
さ
れ
、
原
子
力
基
本
法
も

同
時
に
改
正
さ
れ
た
。「
我
が

国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
」

は
「
核
拡
散
防
止
の
保
障
措

置
で
あ
る
」
と
確
認
さ
れ
付

帯
決
議
も
な
さ
れ
た
。

②
世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七
人

委
員
会
が
「
撤
回
ア
ピ
ー
ル
」

を
発
表
し
て
い
る
。

h
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/?
p

=
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（
注
２
）『
ア
メ
リ
カ
は
日
本

の
原
子
力
政
策
を
ど
う
見
て

い
る
か
』
鈴
木
達
二
郎

・
猿

田
佐
世
編

岩
波
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
Ｎ
Ｏ
９
５
８
（
四
七
～
五

〇
頁
）

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

ガ
ラ
ス
固
化
は
ど
う
進
ん

で
い
る
の
か
？

■
原
子
力
規
制
庁

平
成
七
年
操
業
以
来
二

五
六
本
の
ガ
ラ
ス
固
化
を

行
っ
た
が
、
終
了
ま
で
は
ま

だ
時
間
が
か
か
る
。
規
制
委

員
会
は
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
し

て
昨
年
八
月
ガ
ラ
ス
固
化

計
画
の
期
間
短
縮
を
指
示

し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
）
は
今

後
一
二
年
半
後
の
二
〇
二

八(

平
成
四
〇
）
年
ま
で
に

約
六
二
〇
本
の
ガ
ラ
ス
固

化
を
行
い
終
了
す
る
と
い

う
計
画
を
立
案
し
た
。

津
波
対
策
に
つ
い
て
、
福

島
原
発
事
故
以
来
再
処
理

工
場
の
建
屋
の
扉
の
防
水

強
化
や
冷
却
、
掃
気
の
た
め

の
電
源
施
設
を
整
備
し
て

い
る
。
後
背
高
台
へ
の
電
源

確
保
の
体
制
を
作
っ
て
い

る
。
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の

管
理
の
杜
撰
さ
が
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
た
が
、
点
検
、

整
備
体
制
を
引
き
締
め
る

よ
う
指
示
し
た
。

深
層
防
護
を
徹
底
し
、
冷

却
水
を
高
台
に
確
保
す
る

な
ど
し
た
。

東
海
工
場
廃
止
事
業
に

つ
い
て
約
七
〇
年
か
か
る

と
い
う
計
画
書
が
出
さ
れ

た
。

◇
市
民
側
（
脱
原
発
と
う
か

い
塾
）

東
海
再
処
理
工
場
に
貯

ま
っ
て
い
る
約
三
九
〇
立

方
㍍
も
の
超
危
険
な
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
、
こ
れ

か
ら
一
二
年
半
か
け
て
ガ

ラ
ス
固
化
す
る
と
言
う
が
、

そ
の
長
い
間
、
首
都
圏
を
含

め
危
険
に
曝
さ
れ
る
が
大

丈
夫
な
の
か
。
例
え
ば
津
波

に
つ
い
て
、
近
接
す
る
東
海

第
二
原
発
（
海
抜
八
㍍
）
に

は
高
さ
二
〇
㍍
の
防
潮
堤

を
作
る
と
言
う
が
、
再
処
理

工
場
（
海
抜
六
㍍
）
に
は
作

ら
な
い
の
か
。

◆
文
科
省

近
接
す
る
高

台
（
海
抜
一
八
㍍
と
二
七

㍍
）
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
き

電
源
を
確
保
し
て
、
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
冷
却
、
掃
気
を
確

保
す
る
。
防
潮
堤
を
建
設
す

る
と
な
る
と
、
設
計
や
土
地

確
保
の
計
画
に
数
年
か
か

る
。
ま
ず
は
出
来
る
対
策
を

万
全
に
し
た
い
。

◇
市
民
側
（
と
う
か
い
塾
）

ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
に

つ
い
て
、
現
在
の
も
の
を
更

新
す
る
と
い
う
が
新
し
い

技
術
な
の
か
。

◆
文
科
省

も
ち
ろ
ん
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
。

◇
参
加
市
民

高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
が
環
境
に
漏
れ

始
め
る
と
放
射
能
が
強
く

人
が
近
づ
け
な
い
。
被
害
は

た
ち
ま
ち
首
都
圏
に
お
よ

ぶ
。
是
非
全
国
民
の
関
心
が

高
ま
り
注
目
が
集
ま
っ
て

ほ
し
い
。（
次
号
へ
続
く
）

福
島
原
発
事
故
被
害
総
額

は
約
二
二
兆
円
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。
東
電
の
被
告
三
幹

部
は
今
、
ひ
た
す
ら
事
故
責

任
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
強
制
起
訴

を
勝
ち
取
っ
た
私
達
は
い
よ

福
島
原
発
事
故
か
ら
五
年
、

福
島
県
民
健
康
調
査
検
討
委

員
会
は
、
福
島
事
故
時
一
八

歳
以
下
で
あ
っ
た
約
三
二
万

人
の
子
ど
も
達
の
甲
状
腺
検

査
に
よ
り
こ
れ
ま
で
一
八
三

人
の
甲
状
腺
が
ん
患
者
が
発

見
さ
れ
摘
出
手
術
な
ど
の
処

置
を
お
こ
な
っ
た
と
し
ま
し

た
。

私
達
は
昨
年
九
月
「
甲

状
腺
が
ん
こ
ど
も
基
金
」
を

創
設
し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
子
ど
も
と
家
族
を
支
援
す

い
よ
公
判
で
彼
ら
を
追
い
詰

め
ま
す
。
こ
の
裁
判
は
日
本

全
国
の
、
全
世
界
の
注
目
の

も
と
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
事

故
を
起
こ
し
損
害
を
与
え
れ

ば
き
ち
ん
と
し
た
罪
の
償
い

を
果
た
す
の
が
当
然
で
す
。

る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
二
月
に
、
福
島
県
内
二
六

人
、
県
外
九
人
の
人
に
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
万
円
の
支
援
金
を

贈
り
ま
し
た
。
こ
の
三
五
人

の
中
に
、
肺
転
移
が
あ
り
「
ア

イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
」
の
必
要

な
方
が
三
人
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
い
ず
れ
も
県
外
の
方
で

し
た
。
福
島
県
民
以
外
の
検

査
は
必
要
が
な
い
と
す
る
、

現
在
の
対
策
で
は
対
応
出
来

な
い
と
非
常
に
心
配
で
す
。

東京都世田谷区玉川区民会館

で開催。岩手から２人で参加して

きました。（尚）

集会はＵチューブで見られます。

https://www.youtube.com/watch?

v=jTGQzpj7fxc

3.11 甲状腺がん子ども基金

問い合わせ 080-3757-0311

info@311kikin.org


